









ジャパ ン ・デ ザ イ ンの 反 省


















加えて,同 じポスターに しても,よ り社会性のあるキャンペーンパネルやヴィジュアルデ
ザイン,或は文字や道路標識等のシムボル,マ ークのデザインから,も っと基本的なグラ










こうしたグラフィック ・デザイナーの脱皮について,亀 倉雄策は,こ こ一,二 年の問に
日宣美展の作品はどんどん変って来ていると,こ うい う風に述べる。 「……初めは商業美
術といって,デ ザイナーが,た だこんな形を描きたいとか,こ んな色を塗りたいというの
が多 く,ちょっと色がきれいだとかいうようなのが通 っていました。 しかしこんな甘い話
はないのですよ。だいたい映画や本のポスターはやりやすい。音楽のポスタ・一などとくに
やりよい。わけのわからないものをかいて,下 のほうへ,ミ ュジック・コンクv^ト など
と入れればできるのです。そこでだんだん規則もむずかしくて,去年あたりから社会的な
ものと変 ってきた。今年の 「水」に対するプuス ・キャンペーンなど非常に成功でまじめ
な提案が出てきています……」(朝日ジャJV,1961,9.2>)
そこでこうした新 しい前進にとりのこされた 「頭の古い」会員は没落していくと亀會は
















から来る,消費者大衆の 「欲求過剰」のせし～にして,そ の対策として,大 衆の欲望を整理
する必要がある,などと大それた事を云う。以下大同小異。もっとも,軽い調子のエッセ
イだと見れば,それ程むきになるのもどうかと思 うし,齒これらの人々も本当はそんなデザ





























これか らのデザイナーたる者の第一の要件は,何 よりも 「木 も森も見る」ようにデザイ









ば,こ れは 「個」と 「全般」とを相互関係において綜合的に考察することであり,特にバ







こうしたナギイの代弁により,わ れわれはバウハ ウスの 「デザイン」及び 「デザイナ



























i)「もの」と 「個人」をつな ぐもの一 プロダクト・デザイン
ii)「個人」と 「社会」 〃 一 コミュニケーション ・デザイン





































その中の数名は必ずや来日するもの,と いう希望的観測を下していた。W・ グRピ ウス,
ノレ・コルビュジエ,ミ ース ・ファン ・デ!レ・ローエ,H・ バイヤー,M・ プロイ宕E・
サーリネン,S・ギーディオン,H・ リー ド,・L・・マンラオー下,J・フイッチ,etc.
だがこの期待は見事に裏切られて しまった。若い世代に属する数名の有能なデザイナー




















線でおちつ くもので しかなかろう。それにして も,こうしたものの老え方 は,WoDeCo
においては,特に ドイツを中心とするバウハ ウス系の人々に共通したもので,そ の点に関
して,ア メリカや日本に多い商業主義一辺倒のものの考え方との間に大きなワv目が感 じ
られた。例えば,後 に関西にも来た,西 ドイツ,カ ッセル大学のユップ ・エルンス トなど
も多少のニュアンスのちがいはあって も,原理的に全 く同一の見解をヒレキしたのは興味
ぶかい事実であうた。
彼はWoDeCoの 教育ゼミナーに おいて 「工業社会におけるデザイナーの責任」と題














かってW・ グロピウスはこれと全 く同じ考えの下にバ ウハウスによる。モダン ・デザ イ
ンの運動の口火を切った。あの有名な 「国際建築宣言」がそれである。 「建築は常に民族
的であり,また常に個性的である。だがしか し,3個の同心円一 個人,民 族,入類一
の中で,最 後のそして最大の円が他の2つの円を包括する』(W.Gropius:工nternationale
Architektur,Bauhausbiicher1)
ここでの 「建築」ということばは広義の 「デザイン」と解しても決 して差つかえなかろ
う。この宣言をよく近代建築の形式の国際的普遍化を唱えたものと解する人が多いが,こ






われはここで,ド イツにおいてバ ウハ ウス運動が発展 し得たのは,ドイツ帝国の消 滅 か




こうして,モ ダン ・デザイン運動ば,そ の発育の上で,最 悪の条件においこまれたヨー
ロッパから,よりよき風土的条件の下 にあると思われる第2の温床,ア メ リカへ と移るこ








れたが,それは他でもな く,ラスキン,モ リス以来の ヨーロッパのデザイン運動の基バン
としての広いいみでのヒューマニズムという思想性の喪失ということだっ九。ある人はこ
れを,「形式だけの横すべり」と解したりしているがご この点では戦前はもとより戦後の
日本についても全 く同様である。極端ないい方をすれば 日本が戦後少 ぐともデザイン運
動が何故ここ迄発展したかということは,一 にかかってたとえ本モノでばな くとも,戦後
㊥民主々義的な社会的気候のせいである事は明 らかである0今後日本がこうした不徹底な




が;実 はこの対立は,も っと広 く,このように大きく毛ダン ・デザイン運動の発展過程の
上でのイデオロギー的基礎を2分 して考えるべ きなのであろう。いいかえると,そ こには
ヨーロッパ文化圏とアメ リカ文化圏との,文化構造の質的差異にもとず く,かなり深刻な
対立関係が生じつつあるものを考えられる。近頃流行の消費文化を例にとって見てもモノ
を生産する態度の上で,極端な 「着すて,は きすて,使 いすて」主義のアメリカ型≒日本
型に対 して,ヨ ーロッパ型はどこ迄もちがったこ ユアンスをも・っている事は多 くの識者の
シバシバ指摘する処である。
当社は 「使う人の身になって」ものをつくりますという宣伝文旬をよく最近 耳 に す る
が,こ れ程奇怪なコ トバはない。これは殆んどの商品が使 う側の事よりも,つ くる側に重










れは一方,プ ロダク ト・デザインの分野では,端的YL云って,つ くる側で製品の使用価値
よ りも交換価値の方に重点をお くようになるのは上述のとおりである。
商品をつ くる以上これは当然ななり行きではないか。と反駁する人もいるだろうが,事
の次第はそのように簡単ではない。同 じ商品にして もつ くる側の態度の上での少 しのニュ










ギ リス製の　Vト め替刀は手入さえ適切であれば数年に互 って使用出来るという話など
そのよい例だが,現在世界最高のカメラといわれる,ラ イカM3及 びMZに つけられてい
る標準レンズ,Summicronf=50mm,F2について面白い事実がある。ズミクRシは初期
の ものにくらべると,ずい分改良を加えて 「使いやすい」 ものになった(沈鏡胴→固定
鏡胴,等 間隔目盛 レンズ曲率の変化等)が,明 るさに関しては終姶一貫F2を堅持 し続
けて,近 ごろではわが国の安物のカメラにもザラにある,rF1.9だのF1。8など とい
う,はんぱなスヒ゜一 ド・アップ(ア メリカあたりからこのよう誘惑が持ちこまれているこ
とは想像に難 くない)に 目もくれない……。設計上に余裕があれば,少 しで も明るくして
商品価値を上げる代りに,少 しでも良 くして実質価値を上げようというのが ライツの方針






目 して来たが,そ の秘密の一端はこの辺にもあるよ うだ。こういう 「デザインする態度」
は必然的に,デザインを してアノニマスな指向性をもたせるものだが,そ ういういみで,
私はかってユップ ・エルンス トに質問し,製 品をつ くる場合,「だれが,ど こで作ったか
ということ鉢あまり大 した問題ではない」という,バ ウハウスの初期以来の 「無名性」の
伝統をあらためて確認 し得た。(世界デザイン会議大阪会議報告書,)






だ。 見世物根性や広告主義は くだらない事だ。 もしあらゆるデザインが革命的だとした
ら,渾沌(Chaos)が生れるだろう。独創性をもつ人だけがすべてスタイノレを定める人




ここにも亦まぎれ もない,バ ウハウスの伝統精神の見事な展開が見 られる。これは日本
の一部のデザイナーにとっても,ちよっびり耳の痛いお説教だったろう。






数多 くの問曄がよこたわっている。デザイナーの中には,ま るで,モ ノを完全に支配 して
いる造物主か何かρように,お ごり高ぶった態度の人がいる。勿論表面はそうでない。口
をひらけば大衆だの民衆だのというコrバをはきながら,その実 「大衆社会」とはどうい



























対 して,デ ザインの面からもそなえをゆるがせに出来ない旨の警告を発 した事があるが,
その講演の題 目は"Humanity-ourClient"というのであった。
このコrバ は今日,第2の ライバルに対するアメリカにも同様に通用すべき性質のもの
だと思 うが,そ れは,わが国にとってもまた,決 して無縁のものではあるまい。
*JohnElyBurchard(Arch/Record,July1951)
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